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FLowcytometry　system は，lnn）iiiar　flow 作用

とLaser蛍光励 起 を組み 合わせ た 画期的な細胞集

団の 自動解 析法である。 われわれは，NCl 方式に

よっ て 浮遊液中の 子宮 癌細 胞 の 核 DNA 複 合物質

（Propidium ｝〔煉 le 赤色蛍 光 ）と細 胞質内蛋 臼

（FITC 緑色 蛍光）を同時 に測定 し，その 比 か ら悪

性 細胞 を解析 し，分画 で きる 珂能性を えた 。

　 子宮頸部各種病変 の 擦過細 胞浮遊 液を 50 ％

e 贏 ano1 で 周定し，4℃ に保存 した。Propidiuni　 iodide

お よ び FITC の 二 重蛍光染色 を行 い ，Mult ．ipara−−

nコeter ．　celi 　sorter に よ o て測定 した 。
M × M 　 Irtatrix

．上へ DNA ・RNA 蛍 光 をY軸 ，蛋 臼 をX 軸お よ び 細

胞数をZ 軸と し三 次元 displayレ その 分布図形を

PDP −11c 〔，mputer に よ っ て解析した 。

　 正 常扁平上皮細 胞集団 は ，比較的緑色蛍光

域 へ 限局分画 された 、多数の 白血球を含む 細 胞集

団は ，赤色蛍光域へ 向っ て著しく左方移動した。悪

性細胞は ，DNA が多く蛋白が少 い ほど赤色蛍光域

へ 近接分画され た。Tr 　ichomonasは ，まっ た く特異

な分画 を示した 。 細胞 の 少な い 不良検体の 認 識

お よ び全細 胞数 に た い す る 悪性 細胞 i ％ の 検

出 ，分画 も良好 で あ っ た 。 子宮頸 癌な ど 209

例の 成 績は ，正 診率 8Q．2 ％ で あ っ たが ，癌細 胞

の 生物学的特性 や 代謝異常の 面か ら客 観 的診

断 の え られ る こ と を確 め た 。

今回新 しく開発 さ れ た マ ノゆ 野 メ トリッ ク・ア ナ

リシ ス 用落射型顕微蛍光測 光装置 （NIKON

SPM − RF4 − D ）を運 用 し、
ヒ ト ・リ ン パ 球

刺激過程に お け る細胞個 々 の DNA 一
蛋白含

量解析法を検 討 し た 。 方法論 上 、 リY ・ ・
V
球 の 塗

抹標本作製法 、DNA 一
蛋 白の 重 染色法お よ

び 重 測光法 の 各 ス テ ッ プ で 測 光 精度 に 関 わ る

幾っ か の 問題点 が 生 じた が、それ ぞれ に っ い

て 自動塗抹標本作製装置の 利用 spropidium
−

iOdideとprimulin の 重染色法お よ び V 励起

に よ る 赤色蛍 光 （DNA ）と青色蛍 光 （蛋白 ）

の 重測光法 な どを採用す る こ とに よ っ て
、 リ

ン パ 球解析 の で き る 方法 を見 い だ した。

本 法を 用 い 、 15％ FCS 添 加 RPMI1640 培養

液 （HEPES 　 20mM 添 加 ）に よ っ
て ヒ ト抹 稍

血 リン パ 球 を培養下、porkweθd　mitogen 刺

激 に よ る リ ン パ 球反応過程 を解析 した 。 刺激

後初期 に は蛋白 の み を増量す る細胞 が 現 わ れ 、

そ の 鏝 さ らに 蛋白 を増量 する細胞 お よ び 蛋 白

とDNA の 両者 を増量 して 増殖 サイ クル を回転

す る細胞 が次第 に 出現 し始 め る 過程 が解析 で

ぎた 。
こ れ らの 成績を統計処 理 し、 ポ ピ

＝
レ

ーシ ョ ン の 動 きを立体画視化 して 述 べ る 。
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